
R7自己評価表(事業者)

活動に合わせて環境構成を工夫してス

ペースを上手く活用している。運動療

育や集団活動の際には長机や椅子を片

付け対応している。

契約時に職員配置や有資格者の配置について

説明している。変更があった時に周知が不十

分であったためお便り等で周知していきたい。

施設が二階の為スロープやエレベーターを必

要とする身体障害児をお受けすることが難し

くバリアフリー化は実現できていない。階段

には手摺りを設置している。



R7自己評価表(事業者)

6か月に1回の面談にてアセスメントをと

り、ニーズを確認して個々に合わせた個

別支援計画を立てている。



R7自己評価表(事業者)

プログラムが固定化しない様に子供たちの興味関心に

アンテナをはり新たなイベントを企画し工夫している。

土曜祝日のイベントに参加しない児童に対しても新し

い課題や療育を行うよう努力している。



R7自己評価表(事業者)



R7自己評価表(事業者)

医療的ケア児の受け入れ体制がなく

利用者がいないため

小学生からの利用する方が多く保育

所とは情報共有できていない

令和８年度高等部卒業後行く予定の生活介護、

ショートステイ、行動援護の事業所の管理者と

ケース会議を行い支援内容を情報共有したがアン

ケートの時期にはまだ実施していなかったため



R7自己評価表(事業者)

送迎時に児童の様子や課題をお伝えしたり写真や

リトムをルクミーというアプリで連絡し状況を共

有している。

社内に放課後児童クラブが隣設されているため長期休みの際

には合同でボッチャ大会やデジリハという映像療育ゲームの

交流会をしている。今後は回数を増やし行事として周知して

いきたい。



R7自己評価表(事業者)

苦情について個々に対応しており、お知らせでき

ていないため対策を講じた後に周知していくよう

にしていきたい

R7年５月の母の日フリマやR７年８月ミライカフェ夏まつり、R7年11月

のひまわり作品展では保護者をお招きしてUVレジン販売や作品の展示を

行い療育の成果を見て頂く機会とさせて頂いた。参加して頂ける保護者

が固定されており保護者同士の連携を支援することができなかった。R８

年２月ミライカフェまつり、ｅスポーツ大会で来場者に体験して頂くこ

とで交流できた方もみえた。今後は事前に周知し参加者を増やすよう努

力していきたい

６か月に１回面談を行い自宅での困りごとに対してのアドバイス

や施設での対応方法をお伝えして育児に対する助言を行っている。

入所時に運営規定や契約書の説明を時間をかけて丁

寧に行っている。



R7自己評価表(事業者)

メールで伝わりにくい方には口頭で伝え

たり外国籍の保護者には個別で平仮名で

連絡したり、事務局職員にポルトガル語

に通訳してもらい伝えている。

緊急時対応マニュアルには地震、雪、台風、

感染症対策は記載しているが防犯マニュア

ルがないため追記していきたい。

SNS、ホームページなどで写真を載せる場合の保護

者確認、署名を行いスタンプで顔にモザイクをかけ

て対応している。職員は入職時に個人情報の取り扱

いについて誓約書に署名して口外しないように十分

毎月お便りを作成しイベント内容や連絡事項などをカラー、

イラスト付きで分かりやすく伝えている。ホームページで

はモリテックニュースで毎月お出かけなどの大きなイベン

トの報告を載せている。

地域の介護施設をお招きしたイベントや地域の方や先

生にも来て頂ける夏祭り、ｅスポーツ大会、ＵＶレジ

ン体験会などを行い交流することができた



R7自己評価表(事業者)

避難訓練を1年間で火事、地震、東海市防災センターの3回

行うことができた。3月に南海トラフを想定した３分間揺れ

続けている地震の訓練を行い災害時に生きのびるために室

内用スリッパ、ヘルメットを着用する訓練も行った。

身体拘束をする必要性を感じた時期に服薬

をはじめ落ち着いているため記入を控えた。

食物アレルギーの児童がいなかったため。


